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研究成果の概要（和文）：本研究は，現代社会における社会的格差を，量的社会調査を実施する

ことで実証的に解明することを目的とした．そこで，東京都西東京市でランダムサンプリング

に基づく郵送調査を実施した（有効回収数 760 人，有効回収率 64.0%）．就職，転職，健康，食

生活，恋愛，結婚といったライフスタイルの多様性に焦点をあてて，社会階層がどのように社

会的格差を生み出すのかを検討した．分析の結果，家族，友人，同僚などのソーシャル・キャ

ピタルが重要な役割を果たすことを明らかにした． 

 

研究成果の概要（英文）：This project aimed at investigating social inequality by conducting 
a survey. For this purpose, a mail survey was conducted in Nishitokyo city, Tokyo, based 
on random sampling (760 valid respondents, 64.0 % response rate). Special emphases were 
put on job searching, job change, health, food, romance, and marriage to specify effects 
of social stratification on social inequality. As a result of analyses, social capital 
played important role, such as family members, friends, and colleagues. 
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１．研究開始当初の背景 
 パート，アルバイト，派遣社員，契約社員
などの非正規雇用労働者の比率は，これまで
増え続けてきた．2007 年には，役員を除く雇
用者 5520 万人のうち 33.7％となり，はじめ
て 1/3 を超えた．とくに若年世代で高く，15
～24 歳の男性で 45.7%，女性で 50.4%となっ
ている．非正規雇用は，人びとに柔軟な働き

方を提供する一方で，労働条件がおおむね不
安定でもある． 
 ところが，これまでの社会階層研究では，
正規雇用労働者を前提として社会的不平等
を分析してきた．そのため，正規雇用のホワ
イトカラー労働者とブルーカラー労働者を
主な対立軸として，人びとの世代間移動や世
代内移動が分析されてきた． 
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 たしかにこうした分析視点は，正規雇用労
働者が大多数を占めた時代には有効だった
ろう．しかし，現在のように非正規雇用が浸
透すると，ともすればそれに伴う社会的不平
等の拡大や固定化を，見逃してしまうかもし
れない．収入などの「結果の」不平等が，今
後はキャリア形成やライフコースにおける
「機会の」不平等にまで，拡大していくおそ
れがある． さらに，趣味といったライフス
タイルや幸福感にまで影響するかもしれな
い． 
 

２．研究の目的 
 こうした事態を正確に捉えるには，社会調
査によって実証データを集める必要がある
が，これまで十分ではなかった．そこで本研
究では，正規・非正規雇用を社会的不平等の
新しい対立軸として，量的調査を実施してデ
ータ収集する． 
 そこから，21 世紀日本社会における社会的
不平等の現状だけでなく，原因と帰結を多角
的に描きだすことをめざす． 
 

３．研究の方法 
 東京都西東京市において，ランダムサンプ
リングにもとづく郵送調査を実施した．
「2010 年社会階層とライフスタイルについ
ての西東京市民調査」であり，母集団は東京
都西東京市在住男性で，計画標本 1200 人，
有効回収数 760 人（有効回収率 64.0％）であ
った． 
 地域と性別を限定することで，その中での
差異を明確にさせた．調査票では，教育，職
業，収入といった社会階層について，趣味や
娯楽といったライフスタイルについて，結婚
や出産といったライフコースについて，階層
帰属意識や生活満足感といった社会意識に
ついて主に質問した． 
 すでに前年に「2009 年社会階層とライフス
タイルについての西東京市民調査」を実施し，
プリテストの役割を果たした．その分析結果
をふまえて，本調査ではとくにライフスタイ
ルにおける差異を詳細に測定した． 
 
４．研究成果 
（1）非正規雇用と正規雇用の働き方につい
て分析した．社会階層と社会移動全国調査
（SSM 調査）データを用いて，非正規雇用労
働者ほど職場でフリーライダーとならず，む
しろ積極的に貢献することが分かった．また，
同僚がフリーライダーだと，自分もフリーラ
イダーになりやすかった．職場のフリーライ
ダー問題を非正規雇用労働者について明ら
かにしたのは，この研究がはじめてである． 
 
（2）ライフスタイルのうち，とくに食生活
が社会階層によってどう異なるのかを分析

した．2010 年社会階層とライフスタイルにつ
いての西東京市民調査を用いて，文化威信ス
コアを参考にして，食料威信スコアと飲料威
信スコアを開発した．そのうえで，教育が高
いほど，威信の高い食生活を送っており，そ
のため健康度が高いことをしめした．この研
究ではじめて，社会階層が食生活とどう関わ
っているかがランダムサンプリング調査に
よって解明された． 
 
（3）ライフコースのうち結婚と恋愛の関係
を，社会的不平等の視点から分析した．2010
年社会階層とライフスタイルについての西
東京市民調査を分析した結果，教育が低い人
では結婚前の交際人数が多いほど結婚しや
すく，教育が高い人は少ないほどしやすかっ
た．恋愛から結婚への移行を，ランダムサン
プリングに基づいて計量的に明らかにした
のはこの研究が最初である． 
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